
Androidアプリを作るための環境設定 

「2015年 3月時点での最新バージョン」 

 

2015年 3月時点での最新バージョンは「Android Studio」で、Eclipseを使用

しない Google独自の開発環境です。従来の「Download the SDK ADT Bundle 

for Windows」は廃止されました。 

 

以下が一括ダウンロードされます。 

・Android Studio IDE 

・Android SDK tools 

・Android 5.0(Lollipop) Platform 

・Android 5.0 emulator system image with Google APIs 

・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



1. Java JDKのインストール状況の確認 

各自のシステムの Java JDKのインストール状況を確認してください。Javaが 32-bit版で

インストールされていれば「Program Files(x86)」フォルダ、64-bit版でインストールされ

ているれば「Program Files」フォルダにそれぞれ「Java」フォルダが作成されています。 

 

 

Javaがインストールされていない場合は以下のサイトからダウンロードしてください。 

 

http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/downloads/index.html 

 

 

 

 

 



・Accept Licence Agreementをチェック 

 

・32ビットシステム用は「Windows x86」、64ビットシステム用は「Windows x64」を

ダウンロード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2. Android Studioのインストール 

Android Studio をインストールするには以下のサイトから行います（今までと同じサイ

トです）。 

http://developer.android.com/sdk/index.html 

 

①Download Android Studio for Windowsをクリックします 

 

 

②✔を入れ Download Android Studio for Windows をクリックします 

 

 

③「保存」を選択し、保存します。「ユーザー¥ユーザー名¥ダウンロード」フォルダに保存

されます。 

 

 

④ダウンロードの表示をクリックします 

 

 

http://developer.android.com/sdk/index.html


⑤実行をクリックします 

 

 

⑥Android Studio Setupが起動するので指示に従って作業を進めます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3. Android Studio の起動とプロジェクトの

作成 

①スタートメニューから Android Studioを選択します 

 

 

②プロジェクトの作成 

・File－New Projectを選択 

 

・Nextボタンで次に進み、最後は Finishボタンで作業完了です。 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

③作成されたプログラム 

・java/com.example.ユーザ名.myapplicatio/MainActivity.java 

 



・res/layout/activity_main.xml 

 

・res/values/string.xml 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



4. AVDの作成 

デフォルトで作成される AVD は画面サイズが大きくて、扱いにくかったり、HAX が動作

しなかったりする場合がありますので、小さめの AVD（たとえば「3.7‘WVGA」）を作成

します。 

①AVD Managerの起動 

 

②Create Virtual Deviceをクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



③たとえば「3.7‘WVGA」を選択し、Nextで作業を進める 

 

 

 

 

 

 

 



・AVD Nameを「AVD1」にして Finish 

 

 

以下のように AVD1が作成されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



5. プロジェクトの実行 

① のスタートボタンをクリック 

 

 

②AVD1を選択し OK 

 

③エミュレータが起動し、画面上左に Android の文字が表示されたら を上にマウス

でスワイプ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



6. エミュレータが起動しない場合 

以下のようなエラーが出てエミュレータが起動しない場合は Intel の HAXM をインストー

ルする必要があります。HAXM (Intel® Hardware Accelerated Execution Manager)はエ

ミュレータの動作速度を改善するものです。 

 

 

①原因として HAXM を使用しているソフト（たとえばアンチウイルスソフト AVAST）が

常駐している場合、Android Studioのインストール時に HAXMのインストールに失敗しま

す。AVASTの「設定」－「トラブルシューティング」を選択し、「ハードウエアによる」仮

想化支援機能を利用する」のチェックを解除しWindowsを再起動してください。 

 

 

 



②以下のフォルダの「intelhaxm-android.exe」を実行して HAXM をインストールしてく

ださい。 

c:¥user¥asao¥AppData¥Local¥Android¥sdk¥extras¥intel¥Hardware_Accelerated_E

xecution_manager¥intelhaxm-android.exe 

 

「 注 」 HAXM は Android Studio を イ ン ス ト ー ル し た と き に 自 動 的 に

c:¥user¥asao¥AppData¥Local¥Android¥sdk¥extras¥intel¥Hardware_Accelerated_E

xecution_managerフォルダに intelhaxm-android.exeという名前でダウンロードされます。 

 

 

 


